
①
各
部
の
活
動

各
部
と
も
予
定
通
り
、
楽
し
く
実
行

し
会
員
の
親
睦
を
図
っ
た
。

二
月
よ
り
Ｇ
ゴ
ル
フ
部
の
部
長
と
し

て
、
児
玉
進
氏
が
新
任
し
た
。

②

旅
行
会

9
・
7

国
会
見
学(

福
田
昭
夫
衆
議

院
議
員
の
好
意
に
よ
る)

と
旧
古
河
庭

園
見
学
を
主
と
し
て
、
東
京
遊
覧
を
実

施
し
た
。

20
名
参
加

③
工
場
見
学
会

本
年
度
は
実
施
で
き
な
か
っ
た
。

④
忘
年
会
・
新
年
会

12
・
5
～
6

今
回
も
Ｇ
ゴ
ル
フ
大

会
を
兼
ね
て
、
上
塩
原
「
和
楽
遊
苑
」

で
忘
年
会
を
実
施
し
た
。

14
名
参
加

⑤
労
働
組
合
と
の
交
流

4
・
28

第
89
回
メ
ー
デ
ー

塩
谷
体
育
館

会
長
他
２
名
出
席

4
・
28

第
89
回
メ
ー
デ
ー
中
央
大
会

宇
都
宮

篠
原
氏
他
１
名
出
席

10
・
9

古
河
労
組
日
光
支
部

定
期
大
会

会
長
出
席

12
・
１

な
ん
た
い
地
協
第
６
回
年
次

総
会

鹿
沼
・
福
田
屋

会
長
出
席

１
・
26

な
ん
た
い
地
協

新
春
の
つ
ど
い

鹿
沼
・
日
晃

会
長
出
席

⑥
会
社
幹
部
と
の
意
見
交
換
会

7
・
11

会
社
幹
部
と
の
意
見
交
換
会

及
び
懇
親
会
を
行
っ
た
。

⑦
行
事
企
画
部

行
事
参
加
者
拡
大
に
向
け
て
種
々
検

討
し
た
。
今
年
度
は
旅
行
会
と
忘
年
会

を
実
施
で
き
た
。

又
、
今
年
も
和
楽
踊
り
に
は
「
お
休

み
処
」
を
設
け
、
会
員
の
接
待
や
踊
り

コ
ン
テ
ス
ト
に
参
加
し
た
。
31
名
が
立

ち
寄
る
。

⑧
女
性
部
の
組
織
強
化

女
性
部
独
自
の
活
動
を
行
う
中
で
組

織
強
化
を
図
っ
た
。

⑨
会
員
と
の
連
携
強
化

今
年
度
末
の
会
員
数
は
二
百
十
名
と

昨
年
度
よ
り
減
少
し
て
い
る
。

古
河
電
工
労
働
組
合
日
光
支
部
の
支

援
に
よ
り
、
退
職
者
の
新
規
加
入
が
促

進
さ
れ
る
反
面
、
新
規
入
会
者
の
次
年

度
継
続
率
が
50
％
と
低
迷
し
て
い
る
こ

と
は
、
今
後
の
組
織
運
営
の
課
題
で
あ

る
。

⑩
支
部
の
活
動

4
・
21

大
沢
東
・
西
支
部

合
同
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

7
名
参
加

⑪
『
日
精
会
た
よ
り
』
の
発
行

161
号
4
月

定
期
総
会
資
料

162
号
10
月

定
期
総
会
報
告
、
諸
行
事

及
び
各
部
前
期
活
動
報
告

163
号
１
月

新
年
の
ご
挨
拶
及
び
各
部

後
期
活
動
報
告

☆
ゴ
ル
フ
部

日
光
市
民
ゴ
ル
フ
場

5
・
26

22
名
参
加

10
・
20

21
名
参
加

☆
Ｇ
ゴ
ル
フ
部

大
谷
川
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

5
・
24

21
名
参
加

10
・
31

15
名
参
加

☆
将
棋
部

日
光
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

6
・
9

9
名
参
加

9
・
1

8
名
参
加

12
・
1

9
名
参
加

☆
囲
碁
部

南
原
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

6
・
8

6
名
参
加

11
・
9

6
名
参
加

☆
カ
ラ
オ
ケ
部

今
市
カ
ラ
オ
ケ
バ
ン
バ
ン

6
・
8

11
名
参
加

11
・
9

7
名
参
加

☆
歩
こ
う
か
い
部

6
・
26

会
津
こ
ろ
り
三
観
音

43
名
参
加

10
・
3

富
士
山
五
合
目
散
策

39
名
参
加

☆
女
性
部

5
・
25

海
外
研
修
報
告
会

4
名
参
加

１
・
14

和
楽
器
演
奏
会
鑑
賞

(

田
母
沢
御
用
邸
記
念
公
園)

新
年
会
を
兼
ね
て
交
流
会

5
名
参
加

県
議
会
議
員
選
挙

日
精
会
推
薦
の
「
平
木
ち
さ
こ
」
氏

4
月
の
県
議
選
に

向
け
て
、
会
員
皆
様

の
ご
支
援

宜
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

１ 日精会たより №１６４ ２０１９年(平成31年) ４月

②
各
種
活
動
へ
の
参
加

4
・
25

県
内
施
設
見
学
会
・
喜
連
川
更
生
施
設

11
名
参
加

8
・
4

連
合
栃
木
・
防
災
・
減
災
セ
ミ
ナ
ー

コ
ン
セ
ー
レ
・
ホ
ー
ル

10
・
24

定
期
総
会

ニ
ュ
ー
み
く
ら

5
名
出
席

１
・
23

新
春
の
つ
ど
い

マ
イ
ス
テ
ー
ズ
ホ
テ
ル

3
名
出
席

◇期日：

６月４日(火)

大正池～

田代池 ～

河童橋

◇参加費：

7,000円（予定）

申込み締切

５月１５日(木)
星野晃一 26-5368

上尾宜行 53-0465

荒井重男 22-5590

福田三男 54-3553

上高地！

《歩こうかい部》

（
当
日
ご
持
参
く
だ
さ
い
）

◇
日

時

平
成
31
年
４
月
3
日(

水)

午
後
２
時

～

５
時

◇
場

所

季
潤
舎(

日
光
市
清
滝
桜
ヶ
丘
町)

◇
来
賓
祝
辞

◇

議

事

◎

報

告
承
認
事
項

①
平
成
30
年
度

活
動
経
過
報
告

②
平
成
30
年
度

会
計
決
算
報
告

な
ら
び
に
監
査
結
果
報
告

◎
審
議
事
項

①
2
0
1
9
年
度

活
動
方
針
（
案
）

②
2
0
1
9
年
度

予

算

（
案
）

◎
そ
の
他

◇

懇
親
会

送
迎
バ
ス
は
あ
り
ま
せ
ん
。
懇
親
会
出
席
の
た
め
に
も
、

ど
う
ぞ
、
お
仲
間
で
乗
り
合
わ
せ
か
、
電
車
・
バ
ス
な
ど
で

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
飲
酒
運
転
は
厳
禁
で
す
。

日
本
中
が
自
然
災
害
に
見
舞
わ
れ
、
復
興
は
遅
々
と
し
て

進
ま
ぬ
中
、
北
海
道
南
部
に
お
い
て
は
大
地
震
が
発
生
し
、

暗
い
世
相
の
中
で
平
成
最
後
の
年
を
迎
え
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
ま
し
た
方
々
に
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

国
内
を
見
て
み
ま
す
と
、
自
民
党
の
規
約
を
改
正
し
て
ま
で
続
投
し
た
、
安
倍
内

閣
で
は
統
計
の
不
正
問
題
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
韓
国
海
軍
が
自
衛
隊
の
哨
戒
機
に
向
け
て
Ｆ
Ｃ
レ
ー
ダ
ー
を
照
射
し
た

問
題
や
、
戦
時
中
の
徴
用
工
問
題
で
日
韓
関
係
も
ギ
ク
シ
ャ
ク
し
て
い
る
外
交
の
中

で
、
年
金
の
減
額
や
介
護
保
険
料
の
増
額
な
ど
、
我
々
高
齢
者
に
と
っ
て
厳
し
い
生

活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

一
方
、
国
外
に
目
を
向
け
る
と
ア
メ
リ
カ
で
は
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
国
境
の
壁
な

ど
下
院
で
野
党
と
の
折
り
合
い
が
つ
か
ず
、
政
府
機
関
を
閉
鎖
す
る
な
ど
混
迷
を
深

め
、
米
中
貿
易
問
題
、
イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
な
ど
多
難
な
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

以
下
に
活
動
方
針
に
照
ら
し
て
年
度
内
の
活
動
経
過
を
報
告
し
ま
す
。

①

幹
事
の
派
遣

県
退
連
本
部
に
幹
事
を
派
遣
し
、
県
退
連
主
催
の
行
事
に
積
極
的
に
参
加
し
た
。

そ
の
中
で
期
変
わ
り
で
幹
事
を
交
代
し
た
。

は
じ
め
に

平
成
三
十
年
度
活
動
経
過
報
告

日精会定期総会第48回 日
精
会
た
よ
り

古
河
日
光
退
職
者
の
会

日

精

会

発
行
責
任
者

薄
井
和
彦

編
集
責
任
者

大
門
陽
利

2 １ ０ 名
２ 月 現 在

会 員 状 況

募
集
中

栃
木
県
退
職
者
連
合(

県
退
連)

と
の
連
携

本
部
を
中
心
と
し
た
活
動

各
部
の
活
動
結
果

定
期
総
会
資
料



①
県
退
連
の
活
動
へ
の
参
加

定
期
総
会
・
新
春
の
集
い
・
バ
ス
ハ

イ
ク
・
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
々
に
、
積
極

的
に
参
加
し
て
い
く
。

②
幹
事
の
派
遣

県
退
連
に
幹
事
と
し
て
長
尾
副
会
長

を
派
遣
し
、
全
面
的
に
協
力
す
る
。

①
各
部
の
活
動

さ
ら
に
充
実
し
た
内
容
に
す
べ
く
、

各
部
の
部
員
と
の
意
思
疎
通
を
図
る
。

②
旅
行
会

行
事
企
画
部
で
検
討
立
案
し
、
実
施

に
向
け
て
い
く
。

③
工
場
見
学
会

県
内
の
工
場
を
探
し
実
施
し
た
い
。

④

忘
年
会
・
新
年
会

行
事
企
画
部
で
立
案
す
る
が
、
会
員

の
意
思
を
考
慮
し
て
い
く

⑤
労
組
と
の
交
流

古
河
電
工
労
組
日
光
支
部
・
Ｕ
Ａ
Ｃ

Ｊ
労
組
日
光
支
部
の
執
行
部
と
本
部
役

員
と
の
意
思
疎
通
を
図
る
。

⑥
会
社
と
の
懇
親
会

古
河
電
工
日
光
事
業
所
・
Ｕ
Ａ
Ｃ
Ｊ

日
光
製
造
所
の
幹
部
と
の
懇
親
会
を
開

催
す
る
。

⑦
行
事
企
画
部

部
会
を
開
催
し
、
よ
り
参
加
し
て
も

ら
え
る
企
画
立
案
を
し
て
い
く
。

⑧
会
員
と
の
連
携
強
化

会
員
間
の
連
携
強
化
の
た
め
、
支
部

長
会
議
、
各
部
長
会
議
、
を
開
催
す
る
。

⑨

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

昨
年
度
未
実
施
の
た
め
、
行
事
企
画

部
と
立
案
し
て
実
施
に
向
け
て
い
く
。

⑩
『
日
精
会
た
よ
り
』
の
発
行

定
期
総
会
資
料
を
含
め
、
行
事
結
果
、

会
員
の
参
加
状
況
、
近
況
な
ど
を
伝
え

る
た
め
、
発
行
を
予
定
し
て
い
る
。

《
歩
こ
う
か
い
部
》

第
１
回

6
月
4
日
（
火
）

上
高
地(

１
ペ
ー
ジ
参
照)

第
２
回

日
程
な
ど
は
未
定

《
Ｇ
ゴ
ル
フ
部
》

大
谷
川
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

８
時
半
集
合

参
加
費
５
０
０
円

第
１
回

5
月
22
日
（
水
）

第
２
回

10
月
23
日
（
水
）

《
ゴ
ル
フ
部
》

日
光
市
民
ゴ
ル
フ
場

８
時
半
集
合

参
加
費
１
０
０
０
円

第
１
回

5
月
30
日
（
木
）

第
２
回

10
月
10
日
（
木
）

《
囲
碁
部
》

南
原
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

９
時
集
合

参
加
費
１
０
０
０
円

第
１
回

6
月
7
日
（
金
）

第
２
回

11
月
8
日
（
金
）

《
将
棋
部
》

日
光
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

９
時
半
集
合

参
加
費
１
０
０
０
円

第
１
回

6
月
8
日
（
土
）

第
２
回

9
月
7
日
（
土
）

第
３
回

12
月
7
日
（
土
）

《
カ
ラ
オ
ケ
部
》

今
市
カ
ラ
オ
ケ
バ
ン
バ
ン

12
時
半
集
合

参
加
費
７
０
０
円

第
１
回

6
月
7
日
（
金
）

第
２
回

11
月
8
日
（
金
）

《
女
性
部
》

第
１
回

4
月
12
日
（
金
）

お
花
見

第
２
回

日
程
な
ど
は
未
定

山
岳
指
導
で
永
年
表
彰

会
員
の
玄
梅
正
明
さ
ん
（
市
山
岳
連
盟

げ
ん
ば
い
ま
さ
あ
き

元
理
事
長
）
（
76
）

は
こ
の
ほ
ど
、
山

岳
指
導
者
と
し
て

の
活
動
が
評
価
さ

れ
、
日
本
ス
ポ
ー

ツ
協
会
か
ら
永
年
表
彰
を
受
け
た
。
22
年

前
に
山
岳
指
導
員
と
な
り
、
子
供
向
け
の

登
山
指
導
や
遭
難
防
止
対
策
に
尽
力
。
マ

ラ
ソ
ン
大
会
の
運
営
に
も
携
わ
っ
た
。

１
月
入
会

大
嶋

晃
二

さ
ん

（
大
沢
東
）

２０１９年(平成31年) ４月 日精会たより №１６４ ２

２
０
１
９
年
度
活
動
方
針(

案)

今
年
度
も
、
国
の
内
外
で
は
重
要
な
課
題
が
山
積
し
、

多
難
な
年
の
様
相
で
す
。
現
政
権
は
、
安
倍
総
理
が
意
の

ま
ま
に
「
統
計
不
正
」
「
社
会
保
障
」
「
防
衛
費
拡
大
」
「
日
韓
関
係
」
「
日
ロ
領

土
問
題
」
「
辺
野
古
新
基
地
」
ま
た
「
十
月
か
ら
消
費
税
10
％
」
な
ど
、
国
政
の
根

本
問
題
が
多
く
、
ま
す
ま
す
国
民
の
生
活
不
安
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
状
況
は
何
と
し
て
も
変
え
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
は
各
種
選
挙
で
国
民
一

人
ひ
と
り
の
一
票
が
本
当
に
貴
重
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
日
精
会
は
四
十
六
周
年
と
な
り
。
活
動
も
全
般
的
に
順
調
に
推
移
し
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
率
直
な
ご
意
見
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

結
び
に
会
員
の
皆
さ
ま
に
お
願
い
に
な
り
ま
す
が
、
来
た
る
四
月
は
県
議
会
議
員

選
挙
が
あ
り
、
日
精
会
推
薦
の
「
平
木
ち
さ
こ
」
氏
が
、
再
度
県
議
会
の
場
で
活
動

し
て
い
く
た
め
の
、
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
七
月
に
は
、

参
議
院
議
員
選
挙
も
あ
り
、
「
加
藤
ち
ほ
」
氏
を
推
薦
し
て
選
挙
協
力
を
し
て
い
き

ま
す
の
で
、
重
ね
て
よ
ろ
し
く
御
願
い
い
た
し
ま
す
。

は
じ
め
に

県
退
連
と
の
連
携

本
部
を
中
心
と
し
た
活
動

各
部
行
事
予
定

新
入
会
員
紹
介

12
月
22
日

林

亮
さ
ん

75
歳

ま
こ
と

（
Ｇ
ゴ
ル
フ
部
長
）

(

安
良
沢)

3
月
3
日

飯
野

正
さ
ん

75
歳

（
行
事
企
画
部
長
）

(

大
沢
東)

謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

ご
逝
去


